
第5章 ねじ 
5.1 ねじの種類と用途 
5.1.1 ねじの用途 

① 締結 
② 運動の変換 
③ 力の拡大 
④ 変位の拡大 



5.1.2 ねじの基本 
(1) リード・リード角・ピッチ  

機構学で紹介済み 

ねじの基本は、円筒に巻きつけたらせん状の曲線 

β：リード角 
l：リード → 1回転で進む距離 
p：ピッチ → 隣り合うつる巻の間隔 

tanβ=l/πd2 



(2) ねじ山 凸部をねじ山、凹部をねじ溝 
ねじ山の形状は複数あり、ねじ山の形が呼び名 



(3) 一条ねじ・多条ねじ 

・一条ねじ：つる巻線が1本 

l = p 
・多条ねじ：つる巻線が複数(n)本 

l = n･p 
使用例：コンパクトデジカメのズーム機構 
      ペットボトルのキャップ など 

小さな角度で大きな 
変位が得られる 



(4) おねじ・めねじ      (5) 右ねじ・左ねじ 

おねじ：ねじ山が外周面 
めねじ：ねじ山が内周面 

ボルト      ナット 

めねじ（ナット）を固定して、 
おねじ（ボルト）を 
① 右に回転させたら進む 
       ↓ 

     右ねじ 
② 左に回転させたら進む 
       ↓ 

     左ねじ 

圧倒的に、 
右ねじが多い 



5.1.3 一般用メートルねじ 
(1) ねじ山の角度とピッチ 

JIS（ISO）規格の三角ねじでは、 
ねじ山の角度は60° 

ねじ山のピッチの規定 
されている 
 ① 並目：最大ピッチ 
 ② 細目：ピッチが小さい 
      （βが小さい） 



(2) 外径・有効径 

外径：山頂円筒の直径（d、D）← 呼び径 
有効径：ねじ山の部分とねじ溝の部分の長さが 
      同じになる仮想円筒の直径（d2、D2） 
             ↓ 
     実際に測定することは難しい 



(3) ねじの表し方 

呼び径：おねじの外径 



(4) おねじの有効断面積 
ねじを切断すると円形ではない →単純計算は無理 
実際に荷重を受けることができる面積 → 有効断面積 

ねじの強度計算 
に使用される 
重要な値 



5.1.4 管用ねじ 

パイプ材の締結に使用されるねじ 
・ねじ山の角度が55° 
・ピッチは1インチ当たりの山数 
・平行ねじとテーパねじがある 
       （食い込みにより、接触が多くなる） 
・ねじ面のすきまを無くすため、シールテープ 
 などをねじ面に巻いてから結合する 



5.1.6 ねじ部品 
(1) ボルト・ナット 
おねじ：ボルト 
 ・六角ボルト：頭が六角形 ← レンチで締めるため 
 ・六角穴付きボルト：頭が円筒で内部に六角穴 
    →座グリ穴を開けて頭を埋没させることが可能 
 ・植込みボルト：頭がない 



特殊なボルトの使い方 

特殊なナット 



小ねじ 

止めねじ タ
ッ
ピ
ン
ね
じ 



5.2 ねじの強さ 

フックにW［N］の荷重が作用するとき、必要なねじの 
断面積A［mm2］を求める 

必要な断面積≦有効断面積   
              となるねじ径を選ぶ 

σa：許容引張り応力 

5.2.1 軸方向荷重を受けるねじの強さ 





5.2.2 軸方向荷重とねじりを受けるねじの強さ 
締付けボルトやねじジャッキ  
        → 軸方向とねじりの荷重両方が作用する 

ねじりによる影響を考えて、軸方向荷重を4W/3とする 

必要な断面積は、 

σa：許容引張り応力 





5.2.3 せん断荷重を受けるねじの強さ 

平板に平行な方向にWsの引張り荷重  
抵抗する力は、 
 ① 押しつけられた平板間の摩擦力 
 ② ボルトのせん断抵抗 

ボルトはその 
外径の円柱と 
考える 

リーマボルト：軸外径が精度よく仕上げられている 
 → 大きなせん断荷重が働く場合や位置決めに使われる 



5.3 ねじのはめあい（かみ合い）長さ 
5.3.1 締付け用ねじのはめあい長さ 

おねじとめねじのはめあい（かみ合い）長さが少ないと 
ねじ山が破断する。送りねじにおいては、ねじ山の摩耗 
が激しくなる → 必要最小限のはめあい長さがある 

d：ボルト外径（呼び径） 
ねじ材料の強度に依存 



5.3.2 運動用（搬送用）ねじのはめあい長さ 
ねじ面の摩耗が問題 → ねじ面の接触面圧を適正にする 

ねじ山の接触面積 z：接触しているねじ山数 

ねじに働く荷重 q：ねじの許容面圧 

接触が必要な山数 

はめあい長さ 



5.4.1 ねじに働く力 
5.4 ねじを回すトルクと緩み止め 

(1) 角ねじを締めるときの力 
物体を押し上げる時の力と 
して考えることができる 



Faに関して解くと、 

摩擦角をρとして、 
正接の加法定理 

Faはねじを締付けるときの有効径上での水平方向の力 

(2) 角ねじを緩めるときの力 
緩めるときは、物体を押し下げる時と同じ 
            → 斜面に作用する重力が加わる 



5.4.2 ねじを回すトルク 
トルクは力に有効半径を掛ければよいので、 

締付け： 

緩める： 

さらに、ナットと座面間の摩擦力が加わる。経験的に 

この合計が、ねじの締付けトルクになる 



レンチで締め付ける場合 

輪軸の原理で、距離lが大きい程 
小さな力で済む 

正確な締付けトルクを得るには  
       → トルクレンチ、トルクドライバを使用する 



25 

鋼製おねじの機械的強度区分 

1999.3までは、 ４T、８T、11T という表記 
↓ 

1999.4.1で廃止 

現在は、 

   ３．６、４．６、５．６、８．８ 
                          のように表示 

ねじ部品の強度 
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5.4.3 ねじの緩み止め 
(1) 座金による方法 

ねじの緩みは、機械の損傷に繋がる → 緩み止めは重要 

座金：ねじの頭と板面の 
      間に入れて使用 

ばねや食い込みの力で 
緩みを防止する 

安価で簡易的であるが、 
効果が得られる 



(2) ピン・小ねじによる方法 

ボルトを加工して、挿入材のせん断抵抗で緩みを防止 
 貫通穴：割ピン 
 ねじ穴：小ねじ 

固定後、現物合わせ 
で貫通穴やねじ穴 
の加工を行う 



(3) ダブルナット方法     (4) 偏心ナット方式 
ナットBを締めた後に 
ナットAを締め、Bを少し 
緩める 

ナット同士が強く接触する 
のでねじ面に大きな圧力 
が発生する 

ボルト軸線に対して偏心した 
テーパ部を持つねじを使用 

テーパ部がくさびとなって 
半径方向に大きな摩擦力 
を生じる 



今週の演習 

テキストP128、問題3 

ただし、荷重を6kNではなく、4kNとする 

4kN 4kN 
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